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主論文 

Amino acid transporter Asc-1 (SLC7A10) expression is altered in basal ganglia in experimental 

Parkinsonism and L-dopa-induced dyskinesia model mice. 

 

パーキンソン病モデルマウス及び L-dopa によってジスキネジアを誘導したモデルマウ

スは大脳基底核においてアミノ酸トランスポータである ASC-1 の発現が変化する 

 

   Nakahara K, Okuda H, Isonishi A, Kawabe Y, Tanaka T, Tatsumi K, Wanaka A.  

J Chem Neuroanat. 2023 Jan;127:102191. 



論文審査の要旨 

 

アラニンやセリンなどのトランスポーターである Asc-1 がパーキンソン病にどのように

関与するのかについて、Asc-1 の脳内分布やパーキンソン病モデルマウスでの変化につ

いて調べた。その結果、Asc-1 は大脳基底核の中でも間接路に属する淡蒼球外節、視床下

核、黒質網腰部に強く発現していた。パーキンソン病モデルマウスでは淡蒼球外節での

Asc-1 発現が増加し、一方、黒質網腰部では減少していた。パーキンソン病の治療薬であ

る L-DOPA を投与するとモデルマウスにおける Asc-1 の変化は消失した。以上の結果か

ら Asc-1 の発現変化はパーキンソン病の病態に関与している可能性が示唆された。 

公聴会における質疑応答では、動物モデル作製に関する質問や淡蒼球外節への興奮性

入力に関する質問への回答はやや物足りなさを感じたが、それ以外の質問、例えば、パ

ーキンソン病の治療やその将来像に関する質問に対しては、最新の治療法についての説

明とともに Asc-1 の発現を調整することによりパーキンソン病の運動障害の改善につな

がる可能性があるとの回答があり、また、NMDA 受容体を発現する淡蒼球外節の細胞種

に関する質問に対して、細胞レベルでの詳細な蛋白局在を検討していないが、他の脳領

域での Asc-1 の発現パターンから類推してアストロサイトに発現している可能性がある、

というように適切な回答がなされた。 

以上より、主論文は博士課程の学位論文としてふさわしいものであり、申請者は博士

の学位を授与するのに十分なレベルに達していると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに機能形態学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。 
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